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フ□アスタンド 


取扱説明書 

お買い上げいただきありがとうございます。 


A 敬^ ]安全のための注意事項を守らないと、 

ぬ胃 火災や人身事故になることがあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り 
扱いかたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのうえ、 製品 
を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつでも見られる 
ところに必ず保管してください。 
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I A I 安全のための注意事項を守ら 

告 I ないと、火災や人身事故にな 
ることがあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要 
な注意事項と製品の取り扱いかたが示されて 
います。この取扱説明書をよくお読みのうえ、 
製品を安全にお使いください。お読みになつ 
たあとは、いつでも見られるところに必ず保 
管してください。 


安全のために 

ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されて 
います。 

しかし、まちがった使いかたをすると、火災 
感電 • 転倒 • 落下などにより人身事故になるこ 
とがあり危険です。事故を防ぐために安全の 
ための注意事項を必ずお守りください。 


対応モデル 

対応モデルについては予告なく変更になる場 
合があります。また、いくつかのモデルは在 
庫切れになっていることがあります。 


地上七3*110度 CS 
デジタル八イビジョン 
液晶テレビ 

KDL-52X5050 
KDL-52X5000 
KDL-52W 5000 
KDL-52V 5000 
KDL-46X5050 
KDL-46X5000 
KDL-46W 5000 
KDL-46V 5000 
KDL-46V 3000 
KDL-40X5050 
KDL-40X5000 
KDL-40W 5000 
KDL-40V 5000 
KDL-40J 5000 
KDL-40V 3000 
KDL-40J 3000 

シアタースタンド 
システム 

RHT-S10 
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△警告 I ▲ △ 

火災 感{1 

下記の注意事項を守らないと火災 • 
感電•転倒•落下などにより 
死亡や大けが i の原因となります。 


テレビや接続機器の通気孔をふさがない 


テレビや接続機器 
の上に布をかけて 
通気孔をふさぐと、 
内部に熱がこもり、 
火災の原因となる 
ことがあります。 


A 

注意 



転倒防止の処置をする 

転倒防止の処置をしないと、スタンド A 
が転倒したり、テレビが落下して、け/!\ 
がの原因となることがあります。テレ 
ビと壁などをつないで転倒防止の処置 
を行ってください。 

堅くて平坦な床面に設置する 

傾いた床面に設置するとスタンドが転 >r\ 
倒したり、テレビや接続機器が落下し〇/ 
て大けがの原因となることがあります。禁4 
畳、じゆうたん、カーぺットなどの上 
に置く場合は、板など堅いものを敷い 
てください。 


テレビや接続機器の電源コードおよび接 
続ケーブルをはさまないようにする 

• テレビや接続機 / r \ 「 

器をスタンドにへ — I 
取り付けるとき禁止 
は' 電源コード' 

および接続ケー / 

ブルをはさみこまないようにする。 

電源コードおよび接続ケーブルに傷がつい 
て火災や感電の原因となります。 

• スタンドを動かすときは、電源コ_ドおよ 
び接続ケーブルを踏まないようにする。 
電源コードおよび接続ケーブルに傷がつい 
て火災や感電の原因となります。 


テレビや接続機器にぶら下がらない 


スタンドが転倒し iTN 
たり、テレビや接 
続機器が落下して、禁止 
大けが、死亡など 
の原因となること 
があります。 



電源コードおよび接続ケーブルを足で 
引っかけない 

転んだり、スタン A 
ドが転倒したりし /：\ 

て、けがの原因と 
なることがありま 
す0 



スタンドの上に乗らない 


お子様がスタンド 
の上に乗ったりす 
ると、スタンドが 禁止 
転倒する、テレビ 
や接続機器が落下 
するなどの事態が 
発生し、大けがや 



テレビを取り付けたままや、接続機器を 
設置したまま移動させない 

テレビを取り付け >r\ 

たままや、接続機 >〇/ 

器を設置したまま 禁止 

移動させると、腰 
を痛めたり、スタ 
ンドが転倒して、 



死亡の原因となります。 


大けがの原因 

となります。また、接続機器の落下により破 
損の原因にもなります。 
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IA 注意] 

下記の注意事項を守らないとけが！ 

をしたり周辺の家財に損害を与え 
たりすることがあります。 

対応モデル以外のものを取り付けない 

• このスタンドは対応モデル専用です。 

対応モデル以外のものを取り付ける〇/ 
と、落下によるけがや破損の原因と禁止 
なることがあります。 

• 対応モデル以外のもの(陶器や花瓶 
など)は置かないでください。 

• スタンドの分解•改造は行わないで 
ください。 

• 熱いものを直接スタンドに置かない 
でください。熱により変色、変形す 
ることがあります。 

テレビや シアター スタンドシステムを固 
定する 

付属のネジでテレビやシアタースタン A 
ドシステムをスタンドに固定してくだ/!\ 
さい。 注意 

固定しないと、スタンドが転倒したり、 

テレビや シアター スタンドシステムが 
落下して、けがの原因となることがあ 
ります。 

体重をかけたり、硬いものをぶつけない 

テレビやシアタースタンドシステムを / C \ 
取り付けるときに、スタンドに手をつ 
いて体重をかけたり、ドライバーなど禁止 
の硬いものをぶつけたりしないように 
注意してください。 


スタンドを動かすときのご注意 

無理に動かそうとすると、腰を痛めた A 
り、足をけがしたりする原因になりま/!\ 
すので、下記のことをお守りください。 5 
• スタンドを動かすときは、必ずテレ 
ビや接続機器をはずしてから、2人 
以上で行う。 

• スタンドを引きずらない。スタンド 
底面の部品がはずれて、床に傷がつ 
<おそれがあります。 

• スタンドを動かすときは、手足を底 
板にはさまないように注意する。 


使用上のご注意 

お手入れをする際には、やわらかい布で、か 
ら拭きしてください。汚れがひどいときは中 
性洗剤を水で薄め、やわらかい布に含ませて 
軽く拭き取ってください。シンナーやべンジ 
ンなどの化学薬品はスタンドの仕上げを痛め 
ることがありますので、使わないでください。 


設置上のご注意 

先に示した安全上のご注意をよくお読みのう 
え、取り付けや設置•保守•点検•修理などを安 
全に行ってください。 

• 組み立てるときは、床に傷がつくのを防ぐ 
ため、梱包材などを敷いてください。 

• 設置場所は、堅くて平坦な床面にしてくだ 
さい。設置場所によってはスタンドの変形 
や傾きが生じることがありますので下記の 
ことをお守りください。 

-直射日光が当たる場所や、暖房器具の 
そばに置かない 

一高温多湿の場所や屋外に置かない 
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設置は 2 人以上で行う 


テレビやシアタースタンドシステムを A 
スタンドに取り付けるときは、2人以/!\ 
上で行ってください。 注意 

1人で行うと腰を痛めたり、けがの原 
因となることがあります。 

また、設置するときは、お子様が近づ 
かないようにしてください。 

組み立て手順に従って、しっかりと組み 
立てる 


ネジがゆるんでい 
たり抜けていると、 
スタンドが傾いて 
転倒し、落下によ 
る大けがや破損の 
原因となることが 
あります。 



組み立てるときには、手や指を傷つけな 
いように注意する 

スタンドを組み立てるときや、テレビ A 
や シアター スタンドシステムを取り付/'\ 
けるときには、手や指を傷つけないよ 
うにご注意ください。 

取り付け手順に従って、テレビやシア 
タースタンドシステムをしっかりと取り 
付ける 


ネジを確実に締めてください。 

テレビや シアター スタンドシステムが 
しっかり取り付けられていないと、テ 


A 

注意 


レビやシアタースタンドシステムが落 
下し、けがの原因となることがあります。 
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手順 2: フ□アスタンドを組み立てる 


△警告 

機器などに電源コードをはさみこむと、 
シヨ_卜して感電する恐れがあります。ま 
た、電源コードや接続ケーブルを引っかけ 
ると、転んだりスタンドが倒れたりしてけ 
がの原因となることがあります。 


テレビの設置場所を決め、あらかじめ 
フロアスタンドを置く。 

テレビは重いので、取り付ける前に場所を 
決め、スタンドを組み立ててください。 

1フレームを台座に取り付ける。 

フレームはコードマネージメントを内側 
にし、転倒防止ストッパーが下になるよ 
5に取り付けてください。 



2 17ページのネジ•フック取り付け位 
置一覧表を参照してフック位置を確 
認し、ブラケットをフレームの所定 
の穴に掛ける。 



3 台座のネジ穴とフレームのネジ穴を 
合わせ、付属のネジ (+ PSW 5 X 
12) 16本で固定する。 

各フレームの前、後をネジで固定してく 
ださい。 
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ブラケットのネジ穴と フレームの ネ 
ジ穴を合わせ、付属のネジ 
(+ PSW5X12) 8本で固定する。 



ポー ド©を フレームに 取り付ける 

ボード後面にはマジックテープが取り付 
けられています。ボードが固定されるよ 
うしっかり押さえてください。 





6 ポード〇、ポード❻をフレームに 
取り付ける。 

ボード後面にはマジックテープが取り付 
けられています。ボードが固定されるよ 
うしっかり押さえてください。 



ご注意 


• フレームを台座にネジで仮留めしたあと、 
しっかり締め直してください。 

• 電動ドライバーを使用する場合、締め付け 
トルクはおよそ1.5 N-m {15 kgf . cmH こ 
設定してください。 










手順 3 :テレビの取り付け準備をする 


ご注意 


テーブルトップスタンドをテレビか 
らはずす。 

テーブルトップスタンドが取り付けられ 
ていない場合はこの作業は不要です。 
テレビ後面からネジ4本をはずし、テー 
ブルトップスタンドをはずしてくださし、。 

KDL-52X5050. KDL-52X5000 、 

KD レ 52W 5000 、 KDL-52V 5000 、 
KDL-46X5050 、 KDL-46X5000 、 
KDL-46W 5000 、 KDL-46V 5000 、 
KDL-46V 3000 、 KDL-40X5050. 
KDL-40X5000 、 KDL-40W 5000 、 
KDL-40V 5000 、 KDL-40V 3000 のとき： 




• 図のようにテレビより広い台の上に載せて 
作業してください。 

• 台の上には突起や異物が無いことを確認し、 
やわらかい厚手の布などを敷いて作業して 
ください。 


画面に直接負荷や衝撃がかかると破損したり、 
傷がつく危険性があります。 

テレビ本体とスタンドを同じ水平面上に置く 
と不安定になり危険です。図のようにテレビ 
本体だけを台の上に載せるようにしてくださ 
い0 

スタンドを引き抜くときは、テレビをしっか 
り持つようにしてください。 

2 17ページのネジ•フック取り付け位 
置一覧表を参照してネジ穴位置を確 
認し、マウンティングフックをテレ 
ビ後面に固定する。 

〇下図を参照してマウンティングフッ 
クの突起部分が、テレビ後面の角穴 
におさまるように位置をあわせてく 
ださい。 

❷マウンティングフックを付属のネジ 
(+PSW6X 16)4 本で仮留めをする。 

ネジ 
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❾テレビに均一に固定されるように 
しっかり締め付ける。 


ご注意 


• マウンティングフックを取り付けるときは、 
付属のネジ （+PSW6 x 1 6) 以外は使用し 
ないでください。 

• 電動ドライバーを使用する場合、締め付け 
トルクはおよそ 2N.m {20kgf.cm} に設定 
してください。 


手順4:テレビを取り付ける 


テレビをブラケットに取り付ける。 

〇マウンティングフック上側にある 
フック部分をベースブラケットに掛 
ける。 

❷テレビをしっかり持ちながら、ゆつ 
くりおろす。 


△警告 

マウンティングフックのネジ留め(左右各2 
本)が完了する前に、マウンティングフック 
を持ち上げないでください。マウンティン 
グフックやテレビのキャビネットが変形す 
る場合があります。 


ご注意 


テレビをスタンドに取り付けるときは、スタ 
ンドが倒れないようにご注意ください。 


△警告 


テレビは、必ず2人以上で持って移動させてく 
ださい。 



フック部分 







2 テレビとブラケットを付属のネジ 
(+ PSW5X12) 4本で固定する。 


ブラケットを固定するネジの位置はテレ 
ビのサイズにより異なります。 

52 インチ用 52 インチ用 




ご注意 


電動ドライバーを使用する場合、締め付け卜 
ルクはおよそ 1.5N.m{15kgf.cm} に設定し 
てください。 


△警告 

ネジ(左右各2本)をしっかりと締め付けてく 
ださい。このネジの締め付けが不充分だと 
テレビが上に押されたとき、フロアスタン 
ドからはずれ、落下によるけがの原因とな 
ります。 


手順5:シアタースタンドシステムを 
取り付ける 


1取り付け金具を シアター スタンド シ 
■ ステム後面に固定する。 

取り付け金具を付属のネジ （ + PSW4X 
16) 4本で留めてください。 



ご注意 


• 図のようにシアタースタンドシステムより 
広い台の上に載せて作業してください。 

• 台の上には突起や異物が無いことを確認し、 
やわらかい厚手の布などを敷いて作業して 
<ださい。 

• 取り付け金具を取り付けるときは、付属の 
ネジ (+PSW4 x 1 6) 以外は使用しないで 
ください。 

• 電動ドライバーを使用する場合、締め付け 
トルクはおよそ 0_8N.irH8kgf.cm} に設定 
してください。 


△警告 


シアタースタンドシステムに直接負荷や衝撃 
がかかると破損したり、傷がつく危険性があ 
ります。 
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シアタースタンドシステムをボード 
©の上に置き、接続ケーブルをつな 
ぐ。 



ご注意 


• ボード❻の上には突起や異物が無いことを 
確認し、やわらかい厚手の布などを敷いて 
作業してください。 

• シアタースタンドシステムをボード❻に置 
く際は、シアタースタンドシステムの電源 
スイッチを押さないように、電源スイッチ 
部分がボード©の外にくるように置いてく 
ださい。 

下図のように取り付け金具のサービスポ 
ジシヨンをフレー厶のフックに取り付け 
ると、接続ケーブルをつなぎやすくなり 
ます。サービスポジションの位置につい 
ては17ページのフック位置のイラスト 
をご覧ください。 



3 17ページのネジ•フック取り付け位 
置一覧表を参照してフック位置を確 
認し、シアタースタンドシステムを 
取り付け金具に取り付ける。 


ご注意 


シアタースタンドシステムを取り付けるフッ 
ク位置を間違えると、取り付ける際テレビや 
シアタースタンドシステムを傷つける恐れが 
ございます。必ず17ページのネジ•フック取り 
付け一覧表でフック位置を確認してください。 

〇フレームのフックを取り付け金具の 
所定の穴に取り付け板を掛ける。 

❷シアタースタンドシステムをしっか 
り持ちながら、ゆっくりおろす。 


△警告 


シアタースタンドシステムは、必ず2人以上で 
持って移動させてください。 


〇 

ir-r- 

ji 

❷ 

r — _ r - 1 

£8 
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4 シアター スタンドシステムと フレー 
ムを付属のネジ （+ PSW 5 x 1 2)2 
本で固定する。 



• 固定のネジ2本を使わないと、シアタ_ス 
タンドシステムが落下し、けがの原因とな 
ることがあります。 

• 電動ドライバーを使用する場合、締め付け 
トルクはおよそ 1.5N’m{15kgf’cm} に設 
定してください。 


手順6:ケーブル類をまとめる 


• I 接続ケーブルをテレビや接続機器に 
■ つなぐ。 

2 コードをコー ド マネージ メントに差 
し 込む。 



3 ポード©をスライドさせてからポー 
ド©の穴から電源コードを通す。 
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4 ポード©をスライドさせながら電源 
コードがポード©の左右どちらかの 
側面の穴から出るように取り付ける。 



ボード©の上に接続機器を設置する場合 
は、図のようにコードを通して接続して 
<ださい。 



手順7:スタンドを部屋に設置する 


スタンドを設置するときは、放熱と十分なサ 
ラウンド効果を発揮するために左右 300mm 離 
して設置してください。 

また、ボード©に他機器を設置するときは、 
シアタースタンドシステムの下面より 50mm 
以上空けるようにしてください。 



ご注意 


• 角置きの場合も左右300 mm 以上、離して設置し 
てください。 

• 設置の際に、手を挟まないよう気をつけてくださ 
い。 

• 設置の際に、スタンドに取り付けたシアタースタ 
ンドシステムを持って、スタンドを移動させたり 
持ち上げないでください。 
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手順 8 :転倒防止の処置をする 


△警告 


転倒防止の処置をしないと、スタンドが転 
倒して、大けがの原因となることがありま 
す。転倒防止の処置を行ってください。 


あらかじめ市販の丈夫なひもまたはクサ 
リと、壁につなぐための取り付け具をご 
用意ください。 

〇しっかりした壁にフックなどの取り 
付け具を固定する。 

❷テレビフックの穴にひもやクサリな 
どを通して、壁側の取り付け具に 
しっかりとつなぐ。 



スタンドを壁に近づけて移動したい場合、 
フレームに 付いている転倒防止ストッ 
パーを取りはずすことができます。 
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主な仕様 





=3 

7 




耐荷重 25 kg 

令 




© 




⑤ 

こ 

© 



寸法 ( mm ) 

® 

554 

® 

429.5 

© 

600 

® 

1138 


627.5 

⑥ 

618.5 

質量 ( kg ) 

33.8 


本機の仕様および外観は、改良のため予告な 
く変更することがありますが、ご了承ください。 


/ffk キャビネットに八□ゲン系難燃剤を 
使用していません。 


16 













ネジ•フック取り付け推奨位置一覧表 


お使いのテレビによってブラケットの取り付け位置とシアタースタンドシステム （RHT-S10) の取り 
付け金具の位置が変わります。下記の表と図を参考に取り付け作業を行ってください。 


単位: mm 


テレビ型名 

ブラケットの 
取り付け位置 

取り付け金具の位置 
(RHT-S10) 

國中央寸法 

KDL-52X5050 

KDL-52X5000 

3 

2 

1000 

KDL-52W5000 
KDL-52V 5000 

3 

3 

1000 

KDL-46X5050 
KDL-46X5000 
KDL-46W 5000 
KDL-46V 5000 
KDL-46V 3000 

1 

1 

990 

KDL-40J 5000 
KDL-40J 3000 

1 

1 

962 

KDL-40X5050 
KDL-40X5000 
KDL-40W5000 
KDL-40V 5000 
KDL-40V 3000 

1 

1 

942 


ご注意 


上記以外の位置の組み合わせで取付けることもできます。取り付けの際は、テレビとシアタースタンドシステムが 
ぶつからないように機器間のスペースをとるようにご注意ください。 


ブラケットの取り付け位置 

テレビをフロアスタンドに取り付ける場合のブラ 
ケット位置 


取り付け金具の位置 

シアタースタンドシステムをフロアスタンドに取り 
付ける場合のフック位置 




■5 

■4 

■3 

-2 

■1 

■サービスポジション 
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